
区からのお知らせ

 保険・年金
30年度の国民年金保険料
　30年度の国民年金保険料は、月額1万6340円です。
　4月上旬に日本年金機構から送付される納付書によ
り、金融機関、郵便局、コンビニエンスストアで納付
してください。
　また、国民年金保険料には1年分・6カ月分をまとめ
て前払いすると割引になる「前納制度」があります。
前納用の納付書は毎月の納付書と一緒に送付します
ので、前納をご希望の方は期日までにお支払いくださ
い。
　なお、保険料は現金による支払いのほか、納め忘
れの心配がない口座振替やクレジットカードでの納付
もできます（事前の申し込みが必要です）。
　国民年金保険料についての問い合わせ、口座振替
などの申し込みは、杉並年金事務所で受け付けてい
ます。
問杉並年金事務所 ☎3312-1511

介護保険料通知書を発送します
　介護保険料の支払い方法が納付書払い・口座振替
（普通徴収）の方に対し、30年度4～7月分の納入通知
書を4月10日㈫に発送します。
問介護保険課資格保険料係

 子育て・教育
就学援助
　就学援助は、区内在住で国公立小中学校に通学し
ている児童・生徒の保護者に対し、学用品や給食など
学校で必要な費用の一部を区が援助する制度です。
対区内在住の児童・生徒と同居の保護者で、次のいず
れかに該当する方①現在、福祉事務所の生活保護を
受けている②29年4月1日以降に生活保護が停止・廃
止になった③29年中の世帯員全員の総所得金額の合

計が、教育委員会で定める認定基準額以下の世帯申
申請書（区立小中学校、学務課就学奨励担当〈区役
所東棟6階〉で配布）を、同担当または在学校へ提出。
区外の学校に通学している児童・生徒の保護者は、お
問い合わせください　問同担当

 健康・福祉
小児慢性疾患・指定難病の疾病の追加
◆小児慢性疾患
　医療費助成等の対象疾病が722疾病から756疾病に
拡大しました。
◆指定難病
　難病医療費助成および難病患者福祉手当の対象疾
病が、341疾病から342疾病に拡大しました。制度の
内容や申請手続きについては、お問い合わせくださ
い。
問両制度の医療費助成については、各保健センター
（荻窪☎3391-0015▶高井戸☎3334-4304▶高円寺
☎3311-0116▶上井草☎3394-1212▶和泉☎3313-
9331）。難病患者福祉手当については、障害者施策課
障害者福祉係☎5307-0781

 募集します
創業支援施設　
阿佐谷キック・オフ　オフィス入居者
場阿佐谷南1-47-17（阿佐谷地域区民センター内）▶
募集数 3室▶賃貸料 月額2万6255円～2万6710円
▶入居予定日 6月上旬▶入居期間 2年間▶利用時
間 24時間▶利用条件 事務所として（法人の場合
は本社として）利用▶入居保証金 賃貸料の3カ月
分▶その他 事務所はフロアをパーテーションで仕
切った部屋のため、完全な個室ではありません。プ
ロバイダー料金や電話使用料などは利用者負担。駐
車場はありません　対次の要件全てに該当する方①
新産業分野（情報通信、アート・クリエイト、環境、
研究開発・知的集約、福祉・介護、健康、生活関連
など）の事業を創業予定、または創業後3年未満（27
年6月1日以降に創業）で事業の拡大を目指す法人ま
たは個人②利用期間終了後、区内で引き続き事業を
行う意思がある③税金（住民税・事業税）を滞納し
ていない　申申請書（産業振興センター就労・経営
支援係〈上荻1-2-1インテグラルタワー2階〉で配布。
区ホームページからも取り出せます）を、4月4日～

20日に同係へ持参　問同係☎5347-9077

東京都子育て支援員研修の受講者
　東京都は、地域型保育事業（小規模保育、家庭的
保育、事業所内保育）や一時預かり事業、企業主導
型保育事業等の各事業に従事する上で、必要な知識
や技能等を有する「子育て支援員」の養成研修（地
域保育コース）を実施します。
　研修の詳しい内容等については、募集要領（子育
て支援課〈区役所東棟3階〉で4月９日から配布予定）
または東京都福祉保健財団ホームページ、東京都福
祉保健局ホームページをご参照ください。
▶申込締め切り日 4月23日
対都内在住・在勤で、次の①②いずれかに当てはま
る方①現在、保育や子育て支援分野に就業してい
て、子育て支援員研修（地域保育コース）の受講が
義務付けられている②今後子育て支援員として就業
を希望している　問東京都福祉保健財団人材養成部
福祉人材養成室子育て支援員担当☎3344-8533

 その他
地価公示価格の閲覧
　30年1月1日現在の杉並区内の地価公示価格は、次
の場所で閲覧できます。その他、国土交通省土地
総合情報システムHPhttp://www.land.mlit.go.jp/
webland/からもご覧になれます。
内閲覧場所 市街地整備課（区役所西棟3階）、区政
資料室（西棟2階）、各区民事務所　問市街地整備課
土地利用計画係

防犯カメラ届け出情報
　区は、「杉並区防犯カメラの設置及

およ

び利用に関する条
例」により、防犯カメラの設置利用基準の届け出状況、
防犯カメラの設置・利用、画像の取り扱いについての
苦情申し立ての処理状況、防犯カメラ取扱者に対する
勧告の状況を、毎年公表することとしています。
　なお、29年中に苦情申し立ての処理およびカメラ
取扱者に対する勧告は、いずれもありませんでした。
内届け出状況（29年12月31日現在） 総数529施設
▶内訳 ①区立施設294施設（区立施設基準に基づく
届け出17施設を含む）②街角防犯カメラ（区立施設
周辺の道路を防犯対象区域とするカメラ）136施設③
通学路防犯カメラ30施設④民間施設69施設　問危機
管理対策課地域安全担当

内容 日時・場所・対象・定員ほか 申し込み・問い合わせ

住宅の耐震無料相談会★
時4月11日㈬午後1時～4時　場区役所1階ロビー　他図面
などがある場合は持参

問市街地整備課耐震改修担当

マンション管理無料相談
時4月12日㈭午後1時30分～4時30分　場区役所1階ロ
ビー　対区内在住でマンション管理組合の役員・区分所有
者等　定3組（申込順）

申杉並マンション管理士会HPhttp://suginami-mankan.org/
から申し込み。または申込書（区ホームページから取り出せま
す）を、同会事務局 FAX3393-3652へファクス　問同事務局
☎3393-3680、区住宅課

行政相談（国の仕事等の苦情や要望）★
時4月13日㈮午後1時～4時　場区政相談課（区役所東棟1
階）

問区政相談課

建築総合無料相談会★
時4月17日㈫午後1時～4時　場区役所1階ロビー　他図面な
どがある場合は持参

問東京都建築士事務所協会杉並支部☎6276-9208、区市街
地整備課耐震改修担当

専門家による空家等総合相談窓口
時4月19日㈭午前9時20分・10時15分・11時10分（1組45
分）　場相談室（区役所西棟2階）　対区内の空き家等の
所有者等（親族・代理人を含む）　定各1組（申込順）

申申込書（区ホームページから取り出せます）を、4月17日（必
着）までに住宅課空家対策係 FAX5307-0690へ郵送・ファク
ス　問同係

不妊専門相談
時4月19日㈭午後1時30分・2時10分・2時50分・3時30分
場杉並保健所（荻窪5-20-１）　対区内在住・在勤・在学の
方　定各1名（申込順）

申問電話で、杉並保健所健康推進課健康推進係☎3391-1355

土曜法律相談
時4月21日㈯午後1時～4時（1人30分）　場相談室（区役所西
棟2階）　定12名（申込順）

申電話で、4月16日～20日午前8時30分～午後5時に専門相談予
約専用☎5307-0617。または区政相談課窓口で予約　問同課

住民税（特別区民税・都民税）夜間電話相談 時4月23日㈪午後5時～8時30分 問納税課☎5307-0634～6

 4月の各種相談

※★は当日、直接会場へ。
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凡例
時日時　場場所　内内容　師講師　対対象　定定員　費参加費（記載のないものは無料）　申申し込み（記載のないものは直接会場へ）　
問問い合わせ　他その他　 Eメールアドレス　HPホームページアドレス



【社会福祉基金】鈴木和博▶鈴木千代子▶丸市豊也▶「第51回　杉並区民生委員・児童委員大会」
参加者有志=2827円▶杉並明るい社会づくりの会=100万円▶匿名および氏名のみ公表分計=6万円
【みどりの基金】みどりの保全=成田西ふれあい農業公園来場者有志（1～2月分）=8万4051円▶「こ
どもまつり」来場者有志=1万6193円▶「落ち葉感謝祭2017活動報告展」来場者有志=3269円▶鈴
木和博▶鈴木千代子▶丸市豊也／（仮称）荻外荘公園などの整備=雨宮正武=2万円▶守分宣=10万
円▶長谷川豊=5万円▶匿名計=8万9120円
【NPO支援基金】杉並区NPO支援基金普及委員会=2万650円▶鈴木千代子▶鈴木和博▶丸市豊
也▶匿名および氏名のみ公表分計=6万円
【次世代育成基金】小竹秀雄=5000円▶2018杉並区軟式野球連盟新春の集い一同=5万3051円▶
東京中央農業協同組合=5万987円▶建和建設㈱=1万円▶杉並区教育研修会=9522円▶杉並区さい
かち会=1万円▶坂井幹雄▶天野知▶天野サク子▶今村冨美枝▶鈴木和博（2件）▶鈴木千代子（2件）
▶丸市豊也▶小谷勝博▶中田小枝▶濱野實▶赤津千鐘▶エフリオ㈱▶協和産業㈱▶ビソー工業㈱▶
杉並区立中学校長会▶杉並和泉学園中学部PTA▶匿名および氏名のみ公表分計=40万3330円

国民健康保険の制度改正
　これまで、国民健康保険は各区市町村が運営していましたが、4月からは
都道府県と区市町村が協力して運営していきます。被保険者の皆さまは、こ
の制度改正のために手続きしていただく必要はありません。
◇変わったこと
●被保険者証等の様式が変わります
　4月1日以降の最初の被保険者証等更新の際に変更されます。
●国民健康保険の資格取得・喪失は、都道府県単位になります
　都内の他区市町村への転入・転出の場合、国民健康保険の資格取得・喪失
は生じませんが、住民票の異動に関する手続きはこれまでどおり必要です。
　なお、被保険者証等は住所等の記載事項が変わるため、転入した区市町
村で新たに交付されます。
●  高額療養費の多数回該当の回数が、都道府県単位で通算されます
　都内の他区市町村に転出・転入した場合でも、異動後の世帯構成の内容に
より、高額療養費の多数回該当回数が引き継がれます。
◇変わらないこと
●届け出等受け付け窓口
●保険料の賦課・通知方法、納付方法
問国保年金課運営調整担当

30年度国民健康保険料の料率が決まりました
　国民健康保険の保険料は6月中旬に決定し、各世帯に保険料額通知書を送
付します。

◇他の保険の適用となった方へ
　国民健康保険の脱退手続きが必要です。保険証などの新しい保険に加入
していることが分かるものと国民健康保険証を持参の上、国保年金課国保
資格係（区役所東棟2階）または区民事務所へお越しください。
◇申告はお済みですか？
　国民健康保険料は、加入者全員の前年の所得を基に算定します。前年の
所得に関する申告がない場合、保険料が確定できないだけでなく、減額の
判定もできませんので、確定申告または住民税の申告がお済みでない方は
早めに申告をお願いします。
問国保年金課国保資格係☎5307-0641

国民健康保険に加入している方へ

ありがとうございました
1・2月のご寄付（敬称略・順不同）

〈30年度国民健康保険料〉

医療分
（全ての加入者）

後期高齢者支援金分
（全ての加入者）

介護分
（40～64歳の加入者）

均等割
（加入者
1人当たり）

年額3万9000円 年額1万2000円 年額1万5600円

所得割 賦課標準額※
×7.32％

賦課標準額
×2．22％

賦課標準額
×1．78％

最高限度額 58万円 19万円 16万円

※賦課標準額=前年の総所得金額等－住民税の基礎控除額（33万円）。

年間保険料　＝　医療分　＋　後期高齢者支援金分　＋　介護分

保険料の納付をお忘れなく
◇口座振替をご利用ください
　キャッシュカードがあれば、国保年金課、区民事務所ですぐに手続きがで
きる場合があります。詳細は、お問い合わせください。
◇納付書での納付
　銀行などの金融機関（ゆうちょ銀行・郵便局を含む）、コンビニエンススト
ア、国保年金課、区民事務所で納付できます。ただし、30万円を超える納
付書はコンビニエンスストアでは使用できませんので、ご注意ください。ま
た、「30年3月31日までコンビニエンスストアでご利用になれます」と記載が
ある納付書は、4月1日以降、コンビニエンスストアでは利用できません（金
融機関、区役所などでは使用できます）。
　納付書で保険料を納めている方は、携帯電話を利用した納付もできます。
詳細は、区ホームページをご覧ください。
◇ご相談ください
　やむを得ない事情で保険料を納めることが困難になった方は、国保年金
課国保収納係に来庁するか、電話でご相談ください。
問国保年金課国保収納係☎5307-0643

対象者へ糖尿病性腎症等重症化予防プログラムのご案内をお送りします
　糖尿病性腎症のリスクがある方に、重症化予防のための保健指導を実施
します。保健師・看護師が面談・電話を行う6カ月間の継続支援プログラム
です。かかりつけ医と連携して、生活習慣のアドバイスや糖尿病に関する情
報提供等を行います（無料）。
内業務委託 DPPヘルスパートナーズ　対杉並区国民健康保険加入者で、
29年度特定健診を受診し、血糖高値・腎機能低下が確認された方　費別途
医療機関での文書料等がかかる場合あり　申申込書（4月中旬に対象者へ
送付）を、DPPヘルスパートナーズへ郵送　問国保年金課医療費適正化担当　
他電話で参加の案内をすることがあります

杉並区国民健康保険加入者が利用できる
国保温泉センター割引利用券を配布しています
内利用期間 31年3月31日まで▶配布場所 国保年金課（区役所東棟2階8番
窓口）、区民事務所　他利用券受け取りの際には、国民健康保険証を持参。
利用券1枚で3名まで利用できます。詳細は、割引利用券をご覧ください

新たな保養施設事業のご案内
　杉並区国民健康保険・後期高齢者医療制度加入者は、通年の保養施設と
して全国の「かんぽの宿」を500円割引でご利用いただけるようになりまし
た。直接、各施設へ電話またはかんぽの宿HPhttps://www.kanponoyado.
japanpost.jp/から予約してください。
※ チェックインの際に、「杉並区国民健康保険被保険者証」または「後期高齢
者医療被保険者証」を提示。
※ 詳細は、パンフレット（国保年金課、区民事務所で配布）、区ホームペー
ジをご覧ください。また、5月末に国民健康保険加入世帯に送付する「国
保のてびき」にも掲載します。
◇その他
　「国民健康保険・後期高齢者医療制度加入者の夏季保養施設」は、事業を
終了しました。今後は、通年の保養施設「かんぽの宿」をご利用ください。
問国保年金課国保収納係

30・31年度　
後期高齢者医療保険料率の
お知らせ

　後期高齢者医療制度の保険料率は、均等割
額が4万2400円から4万3300円に、所得割率
が9.07％から8.80％に変更されます。詳細は、
東京都後期高齢者医療広域連合 HP http://
www.tokyo-ikiiki.net/をご覧ください。
　新たな料率に基づいて計算された30年度保
険料のお知らせは、7月中旬に送付します。
問国保年金課高齢者医療係
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※申し込みは「広報すぎなみ」の発行日からとなります。 杉並区役所  ☎3312-2111（代表） 〒166-8570阿佐谷南1-15-1
※紙面上では市外局番「03」の表記を省略しています。



広告

※広告の内容については、各広告主にお問い合わせください。広告掲載のお問い合わせは広報課へ。

　策定後の各計画の全文、いただいたご意見の概要と区の考え方は、下記閲覧場所のほか、区政資料室（区役所西棟2階）、区民事務所、図書館で4月30日
まで閲覧できます（各閲覧場所の休業日を除く）。また、区ホームページ（トップページ「区民等の意見提出手続き〈パブリックコメント〉」）でもご覧になれます。

区民等の意見提出手続（パブリックコメント）の結果をお知らせします

杉並区保健福祉計画
●意見提出件数=59件（延130項目）★

主なご意見の概要 区の考え方

社会資源をもっと充実させてほしい。

介護保険などの制度的サービスでは対応できな
い、あるいは既存の制度の対象とならない生活
課題に対し、家事援助や外出支援サービスな
ど、地域の支えあいによる生活支援サービスが
芽生えています。今後、こうしたサービスの連
携の輪を広げることで、資源の充実を図ります。

ウェルファーム杉並の中に在宅医療・生活支援
センターが新設されることは、地域の医療の拠
点となる役割を果たすと思われ、大変うれしく
思う。高齢者施設も併設のため高齢者専門とな
りがちだが、障害者の医療のニーズは多様で、
専門性も必要である。この場所には、多様な
ニーズに対応できる専門職、また地域の事業所
とつなげるコーディネーター等の配置を必ず取
り入れてほしい。

30年度から開設する在宅医療・生活支援セン
ターでは、高齢者だけでなく、障害（児）者や
がん療養者など医療を必要とする全ての区民を
対象とします。
障害者の医療などの多様なニーズに対しては、
看護師や保健師などの専門職員が、医師会等
と連携してどのような医療や支援が必要なのか
を把握し、地域の医療機関や関係機関を紹介
するなど制度の利用につなげていきます。

介護保険法で高齢障害者に対し新たに位置付け
られた「共生型サービス」を障害者の計画に盛
り込んでほしい。

介護保険法のほか、障害者総合支援法にも「共
生型サービス」が位置付けられたことから、ご
意見の趣旨を踏まえ、分かりやすくなるよう、
計画に「共生型サービス」の記述を追加します。

いただいた主なご意見の概要と区の考え方

　区では、7計画を改定しました。改定に先立ち、「杉並区区民等の意見提出手続に関する条例」に基づき、「広報すぎなみ」29年12月1日号など
で計画案を公表し、皆さんからご意見を伺いました。たくさんのご意見をいただき、ありがとうございました。
 ●意見提出期間=29年12月1日～30年1月4日

杉並区国民健康保険第二期データヘルス計画・
杉並区国民健康保険第三期特定健康診査等実施計画

●意見提出件数=3件（延7項目）
いただいた主なご意見の概要と区の考え方

主なご意見の概要 区の考え方

4つの重点課題の取り組み順位は1番目に健康
づくりの向上、2番目に特定健康診査・特定保
健指導実施率の向上、3番目に生活習慣病重症
化予防、最後に医療の効率的な提供の推進が
望ましい。

 4つの重点課題とした取り組みですが順位付け
することなく、並行して取り組みを進めていきま
す。

杉並区子ども・子育て支援事業計画
●意見提出件数=17件（延39項目）★

いただいた主なご意見の概要と区の考え方
主なご意見の概要 区の考え方

保育施設に関して、区全体でみると数値的には
足りているが、地域によっては大きな差がある
と感じている。不足している地域には定員を増
やすよう取り組んでほしい。

 31年4月開設予定の認可保育所の公募に当た
り、区全体だけでなく、地域ごとの需要にも応
えられるよう、区を14地域に分けて各地域別に
保育需要を予測し、保育所が不足している地
域については、重点整備地区と位置付けていま
す。

妊娠中や産後間もない時期は、専業主婦であっ
ても一時的に子どもを預けたいと思うことは多
い。そのような人が子どもを預ける場所も必要
ではないか。

さまざまな状況に応じ、子どもを一時的に預け
る必要があることから、区では、ひととき保育、
子ども・子育てプラザ、私立保育園、区立保育
園の子育てサポートセンターにおいて、一時預
かり事業を実施しています。

延長保育を行っている保育園では午後7時30分
までに迎えに行っているが、学童クラブの終了
時間はそれよりも早いため、このままでは、仕
事と子育ての両立が難しくなる。学童クラブ終
了時間の延長を至急実施してほしい。

保護者が安心して働きながら子育てができるよ
う、学童クラブの終了時間および夏季等の学校
休業期間中の開始時間の延長の実施を、31年
4月を目途に予定しています。

※  ★はいただいたご意見の内容に応じて、複数の計画の件数・項目に数えています。

子育て支援課管理係、児童青少年センター、児
童館（子ども・子育てプラザ含む）、保育園、子
供園、福祉事務所、杉並保健所、保健センター

結果報告書等の閲覧

子育て支援課
問い合わせ

国保年金課医療費適正化担当、保健福祉部管理
課、福祉事務所、杉並保健所、保健センター

結果報告書等の閲覧

国保年金課
問い合わせ

保健福祉部管理課（区役所西棟10階）、高齢者
在宅支援課（西棟2階）、子育て支援課（東棟3
階）、介護保険課（東棟3階）、国保年金課医療
費適正化担当（東棟2階）、高齢者施策課（東棟
1階）、障害者施策課（東棟1階）、障害者生活支
援課（中棟2階）、杉並保健所（荻窪5-20-1）、
保健センター、福祉事務所、ケア24、ゆうゆう
館、高齢者活動支援センター（高井戸東3-7-5）、
児童館（子ども・子育てプラザ含む）、児童青少
年センター（荻窪1-56-3）、保育園、子供園、障
害者福祉会館（高井戸東4-10-5）、高円寺障害
者交流館（高円寺南2-24-18）、和田障害者交
流館（和田2-31-21）、障害者地域相談支援セン
ターすまいる

結果報告書等の閲覧

保健福祉部管理課
問い合わせ
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広告

※広告の内容については、各広告主にお問い合わせください。広告掲載のお問い合わせは広報課へ。

初回相談無料 ☎050-3555-7830     中野・杉並行政書士事務所  行政書士 桝田卓
 杉並区阿佐谷南 1-47-17 阿佐谷地域区民センター内 はじめての遺言・相続・墓じまい

杉並区高齢者保健福祉計画・第7期介護保険事業計画

●意見提出件数=12件（延18項目）

主なご意見の概要 区の考え方

区内のイベントや大会などのス
ポーツ情報の周知に加え、その参
加人数や記録などの結果や次回の
参加方法などの事後情報をスポー
ツ振興財団のサイトに集約するな
ど、SNSの活用を進めてほしい。

スポーツ振興財団のホームページ
の再構築に当たり、ご意見も参考
に、教室やイベント、大会等の区
内のスポーツ情報を集約した充実
したサイトとなるよう検討してい
きます。

需要の低いビーチコートは不要。
より多くの人がスポーツ・運動に
親しめる施設を作るべきではない
か。

ビーチコートは、東京2020オリ
ンピック競技大会におけるビーチ
バレーのキャンプ誘致や、オリン
ピック後にトップアスリートの試
合の観戦等のほか、ビーチサッ
カーやビーチテニスなどのさまざ
まなビーチスポーツや、下肢の筋
力強化やバランス能力の向上など
の健康づくり、サンドアートイベ
ント等の実施など多様な活用が可
能な施設です。こうした施設の特
徴を生かし、子どもから高齢者ま
で幅広い世代が楽しめる多様な健
康増進・交流事業を行っていく予
定です。

ビーチ施設の新設は斬新なチャレ
ンジであり、杉並ならではの取り
組みとして期待する。

第5期杉並区障害福祉計画・第1期杉並区障害児福祉計画

いただいた主なご意見の概要と区の考え方

●意見提出件数=27件（延60項目）★

主なご意見の概要 区の考え方

障害者の差別をなくすことは、小さいころからの教育が
大切である。義務教育の中で、障害者や弱い人の気持
ちを理解し、守り、協力する心を育てることが差別をな
くしていくことにつながると考える。

障害者の差別解消に向けた取り組みでは、幼少期から
障害理解について学べる環境づくりが大切であり、今
後も関係部署と連携しながら取り組んでいきます。

地域生活支援拠点の整備は、障害者の高齢化・重度化
に向け、とても大切な機能を果たすものとして期待し
ている。計画で面的整備とあるが、ぜひ具体的に進め
てほしい。

障害者の重度化・高齢化や、将来を見据えた障害者の
地域生活を推進する観点から、地域生活支援拠点の
整備は重点的に取り組む事業として位置付けています。
現在の支援体制で、不足しているもの、強化しなけれ
ばならないものなどをしっかり分析した上で、拠点とし
ての機能を地域に整えていきます。

障害者施設と区内企業が連携することで障害者施設の
自主生産品の受注拡大が図れるのではないか。

現在、企業への出張販売や、町会や地域のイベント参加
を通じて障害者施設の自主生産品の販売などを行っていま
す。ご意見を踏まえて「企業との連携」の記述を追加します。

●意見提出件数=13件（延41項目）★

主なご意見の概要 区の考え方

「介護予防・フレイル（虚弱）予防の推進」の取り組み
について賛成する。

介護予防・フレイル（虚弱）予防の推進を通して、高
齢者の健康づくりに取り組みます。

障害福祉サービス受給者が介護保険サービスを利用す
る場合、ケア24の活動・役割の中に障害福祉との連携
の取り組みを入れるべきではないか。

区はこれまで、ケア24や居宅介護支援事業者へ「障
害福祉」に関する基礎知識や障害福祉との連携に関す
る研修を行ってきました。ご意見を踏まえ、今後の取
り組み内容が分かりやすくなるよう修正いたします。

今後の保険料の上昇が心配。介護保険制度維持のた
めにも、サービス等の「実態チェック」「内容見直し」
等々、保険料上昇を抑える対策の一つとして適正化
チェックをしてほしい。

持続可能な介護保険制度の維持・運営は、区としても
重要な課題と捉えております。そのため、計画に基づ
き、介護給付の一層の適正化に努めてまいります。

いただいた主なご意見の概要と区の考え方

杉並区スポーツ推進計画
「健康スポーツライフ杉並プラン」

いただいた主なご意見の概要と区の考え方

杉並区男女共同参画行動計画
●意見提出件数=11件（延44項目）

主なご意見の概要 区の考え方

地域活動の担い手が高齢者しか
想定されていないが、若い人を育
ててほしい。いろいろな世代が参
加できる地域をつくるために、地
域の中の男女差別的なことを減ら
すよう、区には頑張ってほしい。

地域活動の担い手を高齢者に限
定する趣旨ではございませんが、
ご指摘を踏まえ、「このような視点
を踏まえ、男女がそれぞれのライ
フステージに応じて」を「このよ
うな視点を踏まえ、性別や年代を
問わず、男女がそれぞれのライフ
ステージに応じて」と修正します。

「男女平等推進センター事業の推
進」について、重点項目となって
いるが、センター主催の独自の啓
発事業をしてほしい。

区の主催事業としては、男女平等
推進センター講座を団体との協働
による取り組みとして実施してお
ります。今後ともさまざまな分野
の講座を実施してまいります。

男女平等推進センター利用者の増
加および活性化を目指すのであれ
ば、中高生のアイデアを借りてセ
ンターの活性化を一緒に考えてい
くとよいと思う。

男女平等推進センターの活性化に
向けて、施設利用の促進および事
業内容の充実に努めるとともに、
ゆう杉並という複合施設の利点を
生かし、若い世代にも意見を求め
ながら、男女共同参画社会の理
解促進に努めてまいります。

いただいた主なご意見の概要と区の考え方

平成30年（2018年）4月1日　No.2226

障害者施策課、障害者生活支
援課、保健福祉部管理課、杉
並保健所、保健センター、福祉
事務所、障害者福祉会館、高
円寺障害者交流館、障害者地
域相談支援センターすまいる

結果報告書等の閲覧

障害者施策課
問い合わせ

高齢者施策課、高齢者在宅支
援課、介護保険課、保健福祉
部管理課、ケア24、ゆうゆう
館、高齢者活動支援センター、
杉並保健所、保健センター、福
祉事務所

結果報告書等の閲覧

高齢者施策課
問い合わせ

区民生活部管理課男女共同参画担当（西棟7階）、
男女平等推進センター（荻窪1-56-3）

結果報告書等の閲覧
区民生活部管理課
男女共同参画担当

問い合わせ
スポーツ振興課(東棟6階）、体育施設

結果報告書等の閲覧
スポーツ振興課
問い合わせ



―――問い合わせは、介護保険課へ。

　　65歳以上（第1号被保険者）の介護保険料　 30年度から3年間の保険料は下表のとおりです。

　　�利用者負担割合が2割の方のうち、�
特に所得の高い方が3割になります

　　介護保険サービスの利用料

　　「共生型サービス」の創設

　　「介護医療院」の創設

　　高額医療・高額介護合算制度の限度額
　介護保険の被保険者が、1年間（8月～翌年7月末）に支払った医療保険と介
護保険の自己負担額を合計し、自己負担限度額を超えた場合は、申請によりそ
の超えた金額を支給します。
　70歳以上で所得区分が「現役並み所得者」の方は3つの区分に分けられ、下
表のとおり自己負担限度額が変更されます。

　4月の介護サービス利用分から介護報酬が改定されることで、介護保
険サービス利用時に支払う金額が変更されます。

　高齢者と障害者が同一の事業所でサービスを受けやすくするため、創設
されました。対象となるサービスは、「訪問介護」「通所介護」「地域密着型通
所介護」「短期入所生活介護（予防を含む）」です。

　「日常的な医学管理」や「看
み

取
と

り・ターミナルケア」等の医療機能と、「生
活施設」としての機能を兼ね備えた介護保険施設として「介護医療院」
が創設されました。
　また、29年度末をもって廃止することとされていた指定介護療養型医
療施設について、廃止の期限が6年間延長されました。

段
階 料率 対象者 保険料額

（月額）

1 基準額×0.45

⃝生活保護受給の方
⃝世帯全員（一人世帯を含む）が住民税非
課税で、本人が老齢福祉年金受給の方また
は本人の合計所得金額と課税年金収入額の
合計が80万円以下の方

年3万3600円
（月2800円）

2 基準額×0.65
世帯全員（一人世帯を含む）が住民税非課
税で本人の合計所得金額と課税年金収入額
の合計が80万円を超え、120万円以下の方

年4万8600円
（月4050円）

3 基準額×0.78
世帯全員（一人世帯を含む）が住民税非課
税で本人合計所得金額と課税年金収入額の
合計が120万円を超える方

年5万8200円
（月4850円）

4 基準額×0.85
本人が住民税非課税で他の世帯員が住民税
課税であり、本人の合計所得金額と課税年
金収入額の合計が80万円以下の方

年6万3000円
（月5250円）

5 基準額
本人が住民税非課税で他の世帯員が住民税
課税であり、本人の合計所得金額と課税年
金収入額の合計が80万円を超える方

年7万4400円
（月6200円）

6 基準額×1.06 本人が住民税課税の方
（合計所得金額125万円未満）

年7万8600円
（月6550円）

〈新しい介護保険料段階と保険料額〉

〈8月からの利用者負担割合〉
利用者
負担割合 対象者

3割

8月から以下の①②に該当する場合
①本人の合計所得金額が220万円以上
②同一世帯にいる65歳以上の方の「年金収入＋その他の合計所
得金額」が、単身の場合340万円以上、2人以上世帯の場合は
463万円以上

2割

3割に該当しない方で、以下の①②に該当する場合
①本人の合計所得金額が160万円以上
②同一世帯にいる65歳以上の方の「年金収入＋その他の合計所
得金額」が、単身の場合280万円以上、2人以上世帯の場合は
346万円以上

1割 2割、3割に該当しない方、40～64歳の方（第2号被保険者）、
住民税非課税者、生活保護受給者

※�1 �同月の利用者負担額の合計額のうち一定額を超えた部分が、「高額介護サービ
ス費」として支給されます。

※�2 �7月中に、要支援・要介護の認定を受けている被保険者全員に、利用者負担
割合が記載された「介護保険負担割合証」を交付します。

※�3 �利用者負担割合が3割の方が保険料を滞納すると4割負担になる期間がある
場合があります。

〈世帯単位の自己負担限度額（年額）〉

所得区分 世帯単位の
自己負担限度額

現役並み所得者（課税所得690万円以上） 212万円

現役並み所得者（課税所得380万円以上690万円未満） 141万円

現役並み所得者（課税所得145万円以上380万円未満） 67万円

一般（課税所得145万円未満） 56万円

低所得者2（世帯全員が住民税非課税の方） 31万円

低所得者1（世帯全員が住民税非課税で所得が一定基準以下の方） 19万円
※1 �7月までは、現役並み所得者（課税所得145万円以上）の世帯の負担限度額（年額）は67万

円です。
※�2 �課税所得の計算方法は、前年の総所得金額等の合計から基礎控除額33万円以外の控除も差

し引いた額です。世帯全員の所得で判定します。

介護保険制度改正のお知らせ

　65歳以上の方がいる世帯と40～64歳で要支援・要介護認定を受けている方へ、制度改正の概要や4月以降の新たな保険料体系を記載したパンフレット
「よくわかる介護保険」を3月下旬に発送しました。パンフレットは介護保険課（区役所東棟3階）、地域包括支援センター（ケア24）、区民事務所でも配
布します。

介護保険制度の案内パンフレット

※1 �合計所得金額とは、年金や給与、譲渡などの各所得金額の合計で、医療費控除や扶養控除などの所得控除を引く前の金額を指します。
また、繰越損失がある場合は繰り越し控除前の金額をいいます（合計所得金額がマイナスの場合は0とみなします）。

※2 短期・長期譲渡所得がある場合、保険料算出に使用する合計所得金額は特別控除の金額を差し引いた額になります。
※3 第1段階から第5段階の合計所得金額は年金収入に係る合計所得金額を差し引いた額です。

4月からの改正点

8月からの改正点

段
階 料率 対象者 保険料額

（月額）

7 基準額×1.19 本人が住民税課税の方
（合計所得金額125万円以上200万円未満）

年8万8800円
（月7400円）

8 基準額×1.40 本人が住民税課税の方
（合計所得金額200万円以上300万円未満）

年10万4400円
（月8700円）

9 基準額×1.61 本人が住民税課税の方
（合計所得金額300万円以上500万円未満）

年12万円
（月1万円）

10 基準額×1.89 本人が住民税課税の方
（合計所得金額500万円以上700万円未満）

年14万400円
（月1万1700円）

11 基準額×2.20 本人が住民税課税の方
（合計所得金額700万円以上1000万円未満）

年16万3800円
（月1万3650円）

12 基準額×2.50
本人が住民税課税の方

（合計所得金額1000万円以上1500万円未
満）

年18万6000円
（月1万5500円）

13 基準額×2.70
本人が住民税課税の方

（合計所得金額1500万円以上2500万円未
満）

年20万1000円
（月1万6750円）

14 基準額×3.00 本人が住民税課税の方
（合計所得金額2500万円以上）

年22万3200円
（月1万8600円）
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増田寛也
の

行政は縦割りで不便だ、と言われることが多いですね。縦割りの
支援を横串支援へ転換させようと、区民の福祉や暮らしをサポートす
る機能を一カ所にまとめた複合施設が天沼三丁目に開設するので、早
速見てきました。名称は「ウェルファーム杉並複合施設棟」。地下1
階、地上4階建ての建物の中には、さまざまな工夫が見られました。

例えば、高齢者等に対する介護や在宅医療の相談だけでなく、認知
症で財産管理が必要な場合の成年後見センターと被害に遭いやすい悪
質商法の相談に応じる消費者センターが同一フロアにあるのは便利で
す。生活保護の窓口がある福祉事務所と隣り合わせで東京労働局やハ

ローワークとの共同相談窓口があるのもとても親切です。これで生活
相談と職場紹介などの支援を一貫して受けることができます。

さらに近年、親の介護と育児を同時にこなすダブルケア、認知症
の親と障害のある子どもなど、複数の困難な問題を抱えた世帯が多く
なっています。これまでは担当部署が別々に対応していましたが、さ
まざまな部署にまたがり、解決が難しい案件について、担当部署を積
極的に調整して支援内容を一つの計画にまとめ、一体的な支援につな
げていく在宅医療・生活支援センターが新設されました。

こうした施設の複合化は担当職員が一カ所に集まることで職員同士
が区民の情報を共有化でき、手厚い支援につながるといった効果も期
待できるそうです。さら
に、33年度には隣接地に
200名規模の特別養護老人
ホームや診療所などもオー
プン予定とのこと。「誰も
が気軽に利用できる区民の
福祉と暮らしのサポート拠
点」を目指しているそうで
すが、今後の展開が楽しみ
ですね。

30年度区民健康診査・がん検診などのおしらせ

〈区への申し込みが必要な健（検）診〉

健（検）診名
区民健康診査 がん検診

成人等健診
胃がん

肺がん 子宮頸
けい

がん
※３

乳がん
※３エックス線（杉並保健所実施） エックス線 内視鏡※３

対　象 30～39歳の職場などで健
診を受ける機会がない方 40歳以上の方 40歳以上の方 50歳以上の方 40歳以上の方 20歳以上の女性 40歳以上の女性

費　用 無料※１ 500円 500円 1000円 500円 500円※４ 500円※５

受診期間
（休診日を
除く）

● 4～9月生まれ
　＝6月１日～10月31日
● 10～3月生まれ
　＝8月１日～31年1月31日

4月１9日～31年3月9日の
木・金・土曜日(祝日等を除く） 6月１日～31年1月3１日 6月１日～31年2月28日

受診券
発送日

● 4～9月生まれ
　＝5月末発送　　  ※２
● 10～3月生まれ
　＝6月末発送

● 29年4～8月に受診した方
　＝4月上旬発送
● 29年9月以降に受診した方
　＝5月末発送

●  新規に申し込んだ方＝①5月14日までの到着分＝5月末発送②5月15日～7月初旬到
着分＝おおむね、受け付け後2・3週間で発送③7月中旬から毎週月曜日締め切りで、
木曜日発送

● その他の方＝下記「がん検診受診券シール申し込みの流れ」をご覧ください

申し込み
締め切り（必着） 31年1月15日 31年2月12日 31年1月15日 31年2月12日

〈区への申し込みが不要な健（検）診〉

健（検）診名
区民健康診査 がん検診 その他

国保特定健診 後期高齢者健診 大腸がん 前立腺がん 成人歯科健診 眼科検診

対　象 40～74歳で杉並区国民
健康保険加入者

後期高齢者医療制度
加入者 40歳以上の方 50・55・60・65・70歳

の男性
25・30・35・40・45・

50・60・70歳 40・45・50・55・60歳

費　用 無料※１ 無料 200円 500円 無料 300円

受診期間
（休診日を
除く）

● 4～9月生まれ＝6月１日～10月31日
● 10～3月生まれ＝8月１日～31年1月31日 6月１日～31年1月3１日 6月1日～12月28日 10月1日～31年1月

31日

受診券
発送日

● 4～9月生まれ＝5月末発送
● 10～3月生まれ＝6月末発送

受診券はありません。指定医療機関へ直接お
申し込みください※６ 5月末 9月末

全ての健（検）診の対象年齢は、30年度（30年4月1日～31年3月31日）中に誕生日を迎えた満年齢です。
各健（検）診とも、5月末から区ホームページで実施医療機関一覧がご覧になれます。

―――問い合わせは、杉並保健所健康推進課☎3391-1015へ。

※１ 胸部Ｘ線検査を行う方で30～64歳の方は、300円かかり
ます。

※２ 成人等健診対象者で、27～29年度の受診期間中に1回以
上受診した方には受診券を発送（申し込み不要）。

※３ 胃がん（内視鏡）・子宮頸がん・乳がん検診は2年に一度し
か受けられません。また、29年度に内視鏡検査を受けた
方は、エックス線検査を30年度に受診できません。

※４ 平成9年4月2日～10年4月1日生まれの女性は子宮頸がん
無料クーポン対象（クーポン券を5月末に発送予定。申し
込み不要）。

※５ 昭和52年4月2日～53年4月1日生まれの女性は乳がん無
料クーポン対象（クーポン券を5月末に発送予定。申し込
み不要）。

※６ 区民健康診査の対象の方は、区民健康診査と同時受診と
なります。前立腺がん検査は、杉並区内の指定医療機関
に限りますので、ご注意ください。

〈がん検診受診券シール申し込みの流れ〉

▶対象 現在、自覚症状がない方（自覚症状のある方は、「医療機関への受診」をおすすめします）

40～74歳の方

杉並区
国民健康保険加入者

区への申し込みは不要です
※いつ受診券シールが
　届くかは上表参照

20～39歳、75歳以上の方（成人等健診・後期高齢者健診該当者含む）

⃝胃がん検診
　29年度に胃部エックス線検査を受診した、
または28年度に胃内視鏡検査を受診した
⃝子宮頸がん検診
　28年度に子宮頸がん検診を受診した

⃝肺がん検診
　29年度に肺がん検診を受診した
⃝乳がん検診
　28年度に乳がん検診を受診した

受診した検診と同内容のがん検診の
受診券シールが５月末に届きます

受診券シールの
申し込みが必要です

はい

はい

いいえ

いいえ
他のがん検診も

希望

増田寛也・杉並区顧問（まち・ひと・しごと創生総合戦略担当）

※ 各健（検）診とも、受診できない場
合があります。詳細は、区ホーム
ページをご覧いただくかお問い合わ
せください。

※ 各健(検)診費用は、受診する窓口で
お支払いください。なお、生活保護
および中国残留邦人等の生活支援給
付受給者は費用が免除されます。該
当の方で受診券に「免除」の表示が
ない場合は、受診前に杉並保健所健
康推進課へお問い合わせください。

～縦割りの支援から、横串の支援へ
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新規申し込み方法
①電子申請
区ホームページから申し込みできま
す（上二次元コードからもアクセス可）。
【利用方法の問い合わせ】電子申

請サービスヘルプデスク☎0120-
03-0664(平日午前8時30分～
午後6時）

②ハガキ
【申し込み先】�杉並保健所健康推
進課（〒167-0051荻窪5-20-1）
【記載事項】 住所・氏名(フリガ
ナ)・生年月日・年齢・性別・電
話番号・希望健(検)診名（ハガ
キは1人1枚。がん検診はまと
めて1枚で申し込み可）

③窓口（杉並保健所健康推進課）
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チラシ
あります

奈良原健やか♪音楽サロン 第２・４（金） ～
阿佐ヶ谷セレスタ（区役所から徒歩 分）音楽療法士の介護予防教室広告

※広告の内容については、各広告主にお問い合わせください。広告掲載のお問い合わせは広報課へ。

低炭素化推進機器等導入助成

助成対象機器
◇限度額があるもの
●  太陽光発電システム=限度額12万円
●  強制循環式ソーラーシステム=限度額6万円
●  自然循環式太陽熱温水器=限度額2万円
●  定置用リチウムイオン蓄電池=限度額8万円
●  高日射反射率塗装=限度額15万円（※）
●  窓断熱改修（ガラス交換／内窓の設置、外窓の交換／ドア・引戸の交換）=
限度額15万円（※）

※既存建物が対象。
◇定額のもの
●  自然冷媒ヒートポンプ給湯器=定額5万円
●  家庭用燃料電池（エネファーム）=定額5万円

申請対象者（次の①～⑤のいずれかを満たす方）
①区民（設置完了までに区民になる方を含む）
②区内中小企業者（代表者が区民であること）
③共同住宅管理組合および管理者
④医療法人、社会福祉法人、学校法人
⑤町会・自治会、商店街組合等

受付期間
　4月5日～31年2月28日（完了報告は31年3月20日まで。予算枠に達し次第終了）

申請方法
　申請書類（環境課〈区役所西棟７階〉で配布。区ホームページからも取り
出せます）を、同課環境活動推進係へ持参

注意事項
●  導入前の申請が必要
●  過去にこの助成を受けた機器での再申請は不可（耐用期間を超えている場
合は可）

●  詳細は、区ホームページをご覧ください
問同係

「すぎなみ教育報」掲載広告の募集

内配布方法 区立小中学校・特別支援学校の全児童・生徒、区立子供園の
全園児に配布するほか、区役所・区民事務所・図書館・地域区民センター
などの区立施設や、区内・区周辺の各駅の広報スタンドで配布▶発行部数
約3万部▶発行回数 年4回（6・9・12・3月を予定）▶掲載位置 裏表紙
外側下▶規格 縦46ｍｍ×横92ｍｍ（4色）▶募集枠 各号2枠▶広告料
1枠2万円　問教育委員会事務局庶務課庶務係　他詳細は、募集要領（教
育委員会事務局庶務課〈区役所東棟6階〉で配布。区ホームページからも
取り出せます）をご覧ください

認知症高齢者グループホーム・
都市型軽費老人ホームの開設

愛の家グループホーム杉並上高井戸（定員18名〈2ユニット〉）／5月1日㈫開設
　認知症の方が少人数の共同生活の中で、一人一人の能力を活

い

かしながら
生活する介護福祉施設です。
 愛の家都市型軽費老人ホーム杉並上高井戸（定員20名）／6月1日㈮開設
　身体機能の低下等により一人暮らしが不安な60歳以上の区民等を対象にし
た施設です。

いずれも
内所在地 上高井戸2-8-27▶運営事業者 メディカル・ケア・サービス　
問愛の家杉並上高井戸開設準備室☎6895-7262（平日午前9時～午後6時）

時4月13日㈮～15日㈰午前10時～午後4時　申電話または直接、愛の家杉
並上高井戸開設準備室☎6895-7262（平日午前9時～午後6時）

内覧会

杉並区狂犬病予防定期集合注射

　犬の飼い主は、狂犬病予防法により、犬の生涯に一度の登録と、年1回の
狂犬病予防注射が義務付けられています。また、鑑札・注射済票を犬につけ
ることになっています。
時4月7日㈯～22日㈰　費注射料3100円。注射済票550円（即時交付）。新
規登録の場合は別途登録料3000円／いずれも犬一頭につき　問杉並保健
所生活衛生課管理係☎3391-1991　他詳細は、送付する「注射のお知らせ」
「会場一覧表」をご覧ください。車での来場不可。飼い犬の死亡届は、電話
のほか電子申請でも受け付けています（詳細は、区ホームページ参照）。こ
れから犬の登録をする方はお問い合わせください

●  ふん・尿の後始末＝犬のトイレは、なるべく散歩の前に済ませましょう。出掛け
るときは、必ずちり紙・袋・水などを持参し、きちんと処理をしてください。

●  鳴き声＝無駄ぼえをするような場合は、室内へ入れる、散歩に連れていく、
カーテンなどで外からの刺激を遮断する等、ストレスを和らげるようにして、近
隣への配慮をお願いします。

犬の飼い主の皆さんへ

ジョイフル杉並事業が広域化します

　杉並区中小企業勤労者福祉事業（ジョイフル杉並事業）は、東京広域勤
労者サービスセンター（愛称「フレンドリーげんき」）へ事業を移行し、豊島区、
北区、荒川区と共同で事業を運営します。会員数が約1万3000人の規模とな
るに伴い、スケールメリットを活

い

かしながら、より魅力的な事業を効率的に
展開していきます。

内サービス内容の例 給付金（結婚、銀婚祝い金）、宿泊補助など　対杉並
区、豊島区、北区、荒川区内の従業員500人以下の事業所や商店で働く従
業員と事業主の方。事業所単位で、従業員全員と事業主の方に入会してい
ただきます　費入会金1人200円。月会費1人500円　申問電話で、東京広域
勤労者サービスセンター杉並区営業所☎6279-9117（午前9時～午後5時）
他入会キャンペーン実施中（入会金無料。入会者1人につき3000円のクオ
カードを差し上げます）

東京広域勤労者サービスセンター　会員募集中

結核検診を受けましょう～年1回の健康診断で
胸部エックス線検査を受けましょう

　結核は、「結核菌」を吸い込むことによって起こる感染症で、特に65歳以上
の患者の割合が増加しています。加齢や病気などで免疫力が落ちると発症し
やすくなり、気付かないうちに重症化し、さらには周りの人への感染を広げて
しまう恐れがあります。
　結核は、早期発見・早期治療により、本人の重症化を防ぐだけでなく、大
切な家族や職場への感染拡大を防ぐこともできます。
　区民健康診査の対象となる65歳以上の方は、胸部エックス線検査を無料
で受けることができます。
対65～74歳で杉並区国民健康保険に加入している方=区民健康診査の項目
に含まれています▶75歳以上の方=後期高齢者健診の検査項目に含まれてい
ます　問杉並保健所保健予防課感染症係☎3391-1025　他杉並区国民健康
保険以外の医療保険に加入している方は、各医療保険者（健康保険組合・協
会けんぽ・国保組合など）が実施する特定健診を受診してください

区民健康診査の詳細は、9面をご覧ください
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※広告の内容については、各広告主にお問い合わせください。広告掲載のお問い合わせは広報課へ。

建築物耐震・不燃化助成を拡充・拡大しました

　地震被害シミュレーションの結果等を踏まえ、耐震化助成を拡充、不燃化
助成地域を拡大しました。

新耐震基準の木造住宅への耐震改修等助成拡充
◇助成対象
　昭和56年6月～平成12年5月に建てられた区内の平屋または2階建ての木
造住宅（構造が在来軸組構法で、基礎がコンクリート造のもの）
◇対象者（建物所有者で、次の①②いずれかに該当する方）
①以下のいずれかに該当する方が居住している
　65歳以上の方、介護保険認定者（要介護1～5）、身体障害者手帳（1～3
級）・愛の手帳（1～3度）・精神障害者保健福祉手帳（1～3級）所持者、難
病患者福祉手当受給者、いずれにも該当しない地域のたすけあいネットワーク
「地域の手」登録者
②対象建物について、地震保険に加入している（加入予定者含む）
◇助成内容
　簡易診断=無料、精密診断=上限10万円、耐震改修=上限100万円（助成
率は経費の2分の1）
問市街地整備課耐震改修担当

建築物不燃化助成対象地域の拡大
◇助成対象建築物（次の要件をいずれも満たす建築物）
●  耐火建築物または準耐火建築物
●  対象床面積が25㎡以上であり、当該建築工事費が500万円以上
◇拡大対象地域
　堀ノ内2・3丁目、松ノ木1～3丁目、梅里1丁目、成田東1・2丁目
◇助成額
●  耐火建築物 250万円（法的に耐火建築物とする場合を除く）
●準耐火建築物=100万円 （法的に準耐火建築物とする場合を除く）
問市街地整備課不燃化推進係

夕方のチャイムが6時に変わります

　区では子どもたちに帰宅を促すとともに、防災無線放送塔の点検等を目的
として、夕方に「夕やけこやけ」のチャイムを放送しています。放送時間は、
4～9月は午後6時、日没が早まる10～3月は午後5時です。
問広報課

特定地域が拡大しました
感震ブレーカー設置支援事業

　感震ブレーカーとは、震度5強以上の揺れを感知すると自動的にブレー
カーを落として、電気を止める装置です。
　特定地域に成田東1・2丁目、松ノ木1～3丁目、梅里1丁目、堀ノ内2・3丁
目が新たに加わりましたので、該当する方はぜひ申請してみてください。

対特定地域（方南1丁目、阿佐谷北1～6丁目、阿佐谷南1・2丁目、天沼1丁
目、高円寺北2～4丁目、高円寺南2～4丁目、本天沼1丁目、成田東1・2丁
目、松ノ木1～3丁目、梅里1丁目、堀ノ内2・3丁目）に在住または家屋を有
する希望世帯／特定地域以外の方は、区ホームページ「平成30年度 杉並区
防災用品あっせんのご案内」参照　定3000世帯（申込順）　費2000円（65
歳以上のみの世帯、「身体障害者手帳」「愛の手帳」「精神障害者保健福祉手帳」
をお持ちの方がいる世帯、「難病患者福祉手当」を受けている方がいる世帯は
無料）　申申請書（防災課〈区役所西棟6階〉で配布。区ホームページから
も取り出せます）を、31年3月31日（消印有効）までに同課へ郵送・持参　
問同課　他ブレーカーの状況によっては設置できない場合あり。詳細は、「ご
案内チラシ」（同課、特定地域の区民事務所・地域区民センター、図書館など
で配布）や区ホームページ参照。申請は1世帯1回。分電盤が複数ある場合
は、ご相談ください

東京都不妊検査等助成

　東京都では、特定不妊治療費助成に加え、不妊検査および一般不妊治療
（薬物療法や人工授精等）にかかる費用の一部を助成します。

◇助成内容
　保険医療機関で行った不妊検査および一般不妊治療に要した費用（保険
薬局における調剤を含む）について、5万円を上限に助成（助成回数は1回）。
※ 特定不妊治療（体外受精・顕微授精）や男性不妊治療（精巣内精子生検
採取法等）に係る医療費の助成は別の助成制度になります。
◇対象者（次の要件をいずれも満たす方）
●  検査開始日に法律上の婚姻関係にある夫婦
●  検査開始日における妻の年齢が35歳未満の夫婦
●  検査開始日から申請日までの間、夫婦いずれかが継続して都内に住民登録
をしている

●  保険医療機関において、夫婦ともに助成対象の検査を受けている
※検査開始日は、夫婦それぞれの不妊検査受診日のいずれか早い日。
※ 上記の基準は3月23日時点のものです。最新の基準は、お問い合わせください。
◇助成対象期間
　検査開始日から1年間
◇申請方法
　申込書類を、検査開始日から1年以内（原則）に東京
都福祉保健局（〒163-8001新宿区西新宿2-8-1）へ郵送
◇問い合わせ
　同局少子社会対策部家庭支援課母子医療助成担当☎5320-4375
◇その他
　詳細は、同局HPhttp://www.fukushihoken.metro.tokyo.jp/参照

杉並区特定不妊治療費助成

　特定不妊治療（体外受精および顕微授精）費の一部を、東京都特定不妊
治療費助成を受けている夫婦（事実婚は含みません）を対象に助成します。

◇助成内容
　特定不妊治療費から、助成額を差し引いた実費額のうち、治療1回につき、
治療ステージごとの上限額（A、B、D、E 5万円。C、F 2万5000円）で助成。
※ 東京都の不妊検査等助成および男性不妊治療（精巣内精子生検採取法等）
に係る医療費助成は、杉並区特定不妊治療費助成には含みません。

◇対象者（本人または配偶者が、次の要件をいずれも満たす方）
●  東京都特定不妊治療費助成事業の承認決定を1年以内に受けている夫婦
（事実婚は含みません）
※東京都の助成を受けていない方は、まず東京都へ申請をしてください。
●  区の助成の申請時に配偶者と法律上の婚姻関係にあり、杉並区に住民登
録がある

●  他の区市町村から、同一の特定不妊治療に対し同種の助成を受けていない
◇申請方法
　必要書類（詳細は、区ホームページ等参照）を、「東京都特定不妊治療費
助成承認決定通知書」の発行日から1年以内に各保健センターへ持参（来所
できない場合は各保健センターにご相談ください）。
◇問い合わせ
　杉並保健所健康推進課☎3391-1355

初回（通算1回目）申請時の治療開始年齢※1・2 助成回数（上限）※3

39歳以下 43歳になるまでに通算6回まで

40～42歳 43歳になるまでに通算3回まで

※1 43歳以上の方の助成はありません。
※2 「治療開始年齢」は、東京都の助成申請時の提出書類「特定不妊治療費助成事業

受診等証明書」に記載されている治療開始日時点の妻の年齢です。
※3  助成回数に年度内で制限はありませんが、過去の助成回数は合算されます。この
上限は、通算1回目の助成認定時における治療開始日時点の年齢で決定し、固定
されます。この上限に満たない場合でも、妻の年齢が43歳以上で開始した治療は
全て助成対象外です。

〈年齢別助成回数〉

区では、不妊で悩んでいる方のために専門相談や講座（基礎講座・妊活
ひろば）を行っていますので、ぜひご利用ください。




